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いしゃに みせると、
「これは いいたいことを がまんしすぎて おなかが はれる びょうきだ。 
 このままだと、しんでしまうぞ。 どこかに あなを ほって その なかに さけびなさい。」
と いいました。

それから しばらく たちました。
とこやが うめた あなから、あしと いう くさが はえてきました。

しかし、ひみつを ずっと 
かかえつづけるのは くるしいもの。
はなしたいけど はなせない…、
そんな まいにちを おくるうちに、
おなかが どんどん はれてきて 
くるしくなって きました。

しかし、ひみつを ずっと 
かかえつづけるのは くるしいもの。
はなしたいけど はなせない…、
そんな まいにちを おくるうちに、
おなかが どんどん はれてきて 
くるしくなって きました。
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とこやは、スコップを かついで のはらに いきました。
ここなら だれも やってきません。
とこやは そこに ふかい あなを ほりました。

そして、まわりに だれも いないのを たしかめて、その あなに むかって さけびました。
「おうさまの みみは ロバの みみ！ おうさまの みみは ロバの みみ！」
「ああ、これで すっきり した。」
とこやは、きが すむまで さけぶと、あなを もとどおりに うめて、いえに かえりました。

おうさまは はんせいを している とこやを ゆるし、おおきな かんむりを ぬぎました。
おうさまは、それからも ずっと よい おうさまとして まちの みんなに あいされて くらした 
そうです。

むかし むかし あるまちに、ひとりの おうさまが いました。
おうさまは、やさしくて とても りっぱ だったので、
まちの ひとたちは おうさまの ことが だいすき でした。

「あしが うたっている なら しかたない。 すでに、まちじゅうに しられて しまってる。
 もう かくす ひつようは ない。 ひみつが なくなって むしろ らくに なったよ。」
「あしが うたっている なら しかたない。 すでに、まちじゅうに しられて しまってる。
 もう かくす ひつようは ない。 ひみつが なくなって むしろ らくに なったよ。」
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さっそく とこやを よんで といつめました。
「けっして だれにも  はなしては ならぬと いった はずだ！」
「おうさま、わたしは だれにも はなして ません。 ただ、あなを ほって さけんだだけです。」
おうさまには しんじられません。

あるひ、おしろに ひとりの とこやが まぬかれました。
おうさまの さんぱつを するためです。おうさまは、とこやを じっと みると いいました。
「よいか。ここで みたことは、 だれにも いっては ならぬ。」

すると、なんということでしょう。
あしは、かぜが ふくたびに、ふしぎな ねいろを かなではじめました。 
「おうさまの みみは ロバの みみ♪」
「おうさまの みみは ロバの みみ♪」

とこやは、おしろを でたあと、だれかに いいたくて いいたくて たまらなく なりました。
けれども、おうさまとの やくそくを やぶるわけには いきません。

おうさまは びっくりするやら はずかしいやらで、カンカンです。おうさまは びっくりするやら はずかしいやらで、カンカンです。
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ところが おうさまには、ある ひみつが ありました。
おうさまの あたまには、ながい ながい ロバの みみが はえていたのです。
おうさまは、はずかしくて たまりません。
いつも みみまで すっぽり かくれる おおきな かんむりを かぶって いました。

おうさまは とこやと けらいと いっしょに、その あなの ところに いきました。
すると、どうでしょう。
いちめんの あしが、かぜにゆれて、うたを うたっているでは ありませんか。
「おうさまの みみは ロバの みみ♪」「おうさまの みみは ロバの みみ♪」

そうして、おうさまは かぶっていた かんむりを ぬぎました。
とこやは、もう びっくり です！
「この みみの ことは、 けっして ひとに はなすのでは ないぞ。」
「わ、わかりました。おうさま。 わたしは けっして だれにも はなしません。」

ふしぎな あしの ねいろは、まちじゅうの うわさに なりました。
「おうさまの みみは ロバの みみ らしいよ。」
「ああ、それで おうさまは  あたまを かくして いるのか。」
いつのまにか、おうさまの みみの ひみつは、まちじゅうに しれわたって いました。


